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広報ああず 2004 2月号

12月定例市議会

肱
川
沿
い
の
白
壁
倉
庫
を
リ
二
ユ
|
ア
ル

ロ
月
定
例
市
議
会
は
、
ロ
月
叩
白
か
ら

μ
日
ま
で
の
百
日
間
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
9
件
、
条
例
関
係
1
件
、
人
事
案
件
1
件
、
決

算
の
認
定
2
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
、
請
願
ア
件
、
陳

情
2
件
、
そ
の
他
2
件
が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
選
挙
管
理
委
員
4
人
と

そ
の
補
充
員
4
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一議
案
の
要
旨
説
明

「
E
E
'
E
E
E
B
E
E
S
E
E

，‘

都
市
基
盤
整
備
が
一
段
と
充
実

治
水
安
全
度
を
よ
り
高
め
る
た
め

の
「
二
線
堤
を
兼
ね
た
市
道
」
の
整

備
は
本
年
度
末
に
舗
装
を
除
く
工
事

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市

道
田
口
徳
森
線
、
都
市
計
画
道
路
の

若
宮
天
満
線
が
既
に
完
成
し
供
用
さ

れ
て
お
り
、
若
宮
東
大
洲
線
も
本
年

度
末
に
は
完
成
の
見
通
し
で
す
。

地
域
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
交
流
施

設
整
備

大
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委

員
会
が
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
場
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
に

よ
り
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

合
併
4
市
町
村
の
庁
舎
、

小
・

中

学
校
や
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
四

国
電
力
柱
、

N
T
T
柱
へ
ケ
ー
ブ
ル

を
張
る
た
め
の
電
柱
使
用
料
、
地
中

管
路
賃
借
料
な
ど
の
経
費
に

一-

つ
い
て
大
洲
市
負
担
金
を
計

一-

上
し
ま
し
た
。

4

子
育
て
の
環
境
整
備
に
関

-

す
る
調
査
を
実
施

竺

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

=

進
法
が
平
成
同
年
7
月
に
公

4

布
さ
れ
た
の
を
受
け
、
子
育

-

て
支
援
の
た
め
の
行
動
計
画

面

を
平
成
凶
年
度
に
策
定
す
る
・

こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
内
の
就
学
前

児
童
や
小
学
生
児
童
世
帯
の
内
1
千

人
を
対
象
に
し
た
ニ

1
ズ
調
査
を
平

成
日
年
度
に
実
施
す
る
た
め
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
業
へ
の
支
援

水
田
農
業
の
地
域
振
興
作
物
で
あ

る
大
豆
、
き
ゅ
う
り
、
里
い
も
へ
の

転
作
農
家
に
対
し
、
引
き
続
き
叩
ア

ー
ル
当
た
り
2
千
円
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
農
{
永
か
ら
排
出
さ
れ

る
不
用
農
薬
や
容
器
な
ど
を
適
正
に

処
理
す
る
た
め
、
処
理
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
、
農
家
の
農
薬
適
正
処

理
に
対
す
る
意
識
付
け
を
図
り
、
農

薬
に
よ
る
事
故
の
防
止
、
環
境
保
全

に
努
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

観
光
・
産
業
の
振
興

大
洲
城
天
守
閣
の
公
開
開
始
後
、

天
守
閣
内
部
の
展
示
の
目
玉
と
し
て
、

築
城
当
時
の
様
子
を
人
形
や
情
景
を

配
置
し
て
作
っ
た
立
体
模
型
(
ジ
オ

ラ
マ
)
で
再
現
し
、
大
洲
の
歴
史
、

大
洲
城
の
仕
組
み
な
ど
を
解
説
し
た

城
内
展
示
物
を
設
置
す
る
た
め
の
関

連
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、 企議案を説明する桝田市長

0介護保険事業の運営のため、 一般会計からお金を追加し

ます 1，606万円

。次世代育成支援のための行動計画を策定するため、就学

前 小学生児童のいる家庭なともに000人を対象にアンケ

ートを実施します 169万円

0がけ崩れの被害を防止する県事業の費用の一部を負

担します 369万円

。東君宮地区の道路舗装や上水道整備を進めます

4，092万円

2 

| 総務費 l 

12月定例市議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だより No.42J をご覧くださし、。

0大洲市長浜町肱川町-河辺村を光ファイパ一回線で

結ぶため、負担金を追加します 260万円

。大川地区のゲートボーjレ場整備に助成します 250万円

0不用農薬や容器の処理費用の3割を市が補助し、自然保

護に努めます 23万円



広報ああず 2004 2月号

高
速
道
路
が
宇
和
町
へ
延
伸
さ
れ
る

の
を
機
に
開
催
さ
れ
る
「
え
ひ
め
町

並
博
2
0
0
4
」
の
レ
ト
ロ
ミ
ュ

l

ジ
ア
ム
と
し
て
活
用
さ
れ
る
旧
沖
本

倉
庫
の
床
や
構
造
な
ど
本
体
内
部
を

改
修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
産
業
振

興
と
雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
通
信
な
ど
の

業
種
に
優
遇
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

八
幡
浜
市
に
あ
っ
た
日
本
通
運
側
西

予
支
庖
が
平
成
日
年
、
北
只
に
移
転

立
地
さ
れ
た
の
で
、
引
き
続
き
企
業

誘
致
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し

宇
品

1
v

れ~。

地
域
の
基
盤
整
備

県
が
市
内

5
カ
所
で
実
施
し
て
い

る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
へ
の
負

担
金
や
、
大
洲
拠
点
地
区
工
業
活
性

化
ゾ
l
ン
の
区
画
内
道
路
舗
装
、
上

水
道
工
事
な
ど
に
対
す
る
大
洲
市
東

若
宮
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
の
負
担

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

大
洲
小
学
校
が
間
も
な
く
完
成

大
洲
小
学
校
校
舎
整
備
と
屋
内
運

動
場
改
築
は
、

3
月
お
日
の
完
成
を

目
指
し
て
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
屋
内
運
動
場
用
の
長
机
、
イ
ス

な
ど
の
備
品
を
購
入
し
、
設
備
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

12月定例市議会

本会議での採決)

企市職員給与の引き下げ、に伴う予算減額を含む一般会計補正予算など
が賛成多数で可決されました。

( 12月24日・議会最終日

台
風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

8
月

8
日
に
発
生
し
た
台
風
叩
号

で
被
害
の
あ
っ
た
公
共
土
木
施
設
の

早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の
工
事
費
や
、

8
月
比
日
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
国
営

黒
木
野
佐
来
団
地
の
災
害
復
旧
工
事

の
測
量
設
計
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

一人

事

案

件

r
s
a
E
E
'
E
E
'
 

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

人
権
擁
護
委
員

松
岡
強
(
八
多
差
別
)
《
再
任
》

藤
木
恵
利
子
(
柚
木
)
〈
新
任
》

一市
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

「
E
E
'
'
E
E
E
E
E
'
E
E
'
E
B
E
E
-

選
挙
管
理
委
員

(4
人
)

岡

本

孝

道

(

蔵

川

)

鎌

田

勝

(

八

多

喜

町

)

二

宮

英

俊

(

柏

木

)

松
岡
百
合
子

(
徳
森
)

補
充
員

(
4
人
)

-

岡

本

勉

(
喜
多
山
)

2
豊

川

功

(
阿
蔵
)

3
中

野

正

行

(
平
野
町
平
地
)

4

樽

井

朗

(若

宮
)

※
補
充
順
位
の
順

一
一
般
会
計
予
算
の
総
額

「
E
E
E
'
'
'
B
E
E
'
E
E
'
E
-

ロ
月
補
正
予
算
は

4
、
8
3
5
万

円
と
な
り
、
平
成
同
年
度
の
一
般

会
計
予
算
総
額
は

1
7
0億
5
、

7

2
7
万

4
千
円

(
前
年
同
期
比

ωパ

ー
セ
ン
ト
の
増
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災害復旧費 | 
0台風10号 (平成15年8月8日)で被害のあった河)112力

所、道路24力所の復旧工事を行います 404万円

。豪雨(平成15年8月14日)で被害のあった国営黒木野佐

来団地(農地法面)の復旧工事にとりかかります 14ワ万円

0人権 同和教育の推進事業費を追加します 102万円

。大洲小学校屋内運動場用の長机やイスなどを購入します

400万円

0肱川沿いの白壁倉庫を改修し、えひめ町並博2004の展

示施設として整備します 2，000万円

。市内に事業所を新設した運送会社への企業誘致奨励金

(平成14年度~平成16年度奨励措置) 681万円

。大洲城天守閣内部に展示する立体模型制作などの準備を

します 90万円

3 
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税の申告について

税

の
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
!

申
告
書
の
受
付
は

2
月
時
日
5
3
月
旬
日

所得税の

確定
申告

大洲税務署

合 24-3115

税の電話相談

室ま 24-3635
税務相談室につながります

申
告
期
限
の

3
月
時
日
間
近
に
な
る
と
受
付
窓
口
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

V

商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
な
ど
で
、
平
成
日
年
中

の
所
得
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

V

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
収
入

が
2
千
万
円
を
超
え
る
人
、

2
カ

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い

る
人
、
給
与
以
外
の
所
得
が
却
万

円
を
超
え
る
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損

控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
が
届
い
て
い
る
人
は
必
ず

そ
の
「
申
告
書
」

②
印
鑑

・
計
算
用
具

③
所
得
金
額
の
計
算
内
訳
書

④
給
与
・
年
金
等
の
あ
る
人
は
「
源

泉
徴
収
票
一」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

(原

則
と
し
て
、
平
成
日
年
中
に
実
際

に
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
額
が

m万
円
を
超
え
る
場
合
ご
な
ど

⑥
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
介

護
保
険
料
な
ど
の
支
払
明
細
書
」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
、
「支
払
保
険

料
の
証
明
書
」

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
住
民
票
、
家
屋
の
登
記

事
項
証
明
書
、
売
買
契
約
書
、
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書
」
な
ど

⑨
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損
失

額
の
明
細
書
」
な
ど

土

-
日

・
祝
日
な
ど
の
休
日
に
税
務
署
へ

確
定
申
告
の
提
出
を
希
望
す
る
場
合
は
、
郵

送
す
る
か
、
税
務
署
玄
関
に
あ
る
時
間
外
収

受
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
楽
々
作
成

税
務
署
で
は
、
銀
行
の

A
T
M
の

よ
う
に
、
画
面
を
タ
ッ
チ
し
て
い
け

ば
、
自
動
的
に
申
告
書
が
作
成
で
き

る
「
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
」
を
置
い
て
い

ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
使
え
ば
自
分
で

書
い
た
申
告
書
の
計
算
が
簡
単
に
で

き
、
計
算
誤
り
を
防
ぐ
の
に
も
役
立

ち
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送
を
l

所
得
税
に
は
申
告
納
税
制
度
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者

が
自
ら
税
法
に
従

っ
て
所
得
と
税
額

を
正
確
に
計
算
し
て
、
申
告
・
納
税

を
行
う
も
の
で
す
。
税
務
署
、
市
役

所
税
務
課
及
び
各
連
絡
所
の
窓
口
に

置
い
て
あ
る
「
確
定
申
告
の
手
引
き」

な
ど
を
ご
利
用
の
上
、
で
き
る
だ
け

自
分
で
書
い
て
郵
送
で
税
務
署
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
・

F
A
X
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
で
の
相
談

に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が

μ
時
間
年

中
無
休
で
自
動
的
に
回
答
し
ま

す
。
利
用
す
る
際
に
は
、
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
l
用
の
コ
!
ド
番

号
が
必
要
で
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
1
コ
1
ド

表
は
、
税
務
署
や
市
役
所
及
び

商
工
会
議
所
の
窓
口
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

F
A
X

(コ
l
ド
番
号
0
0
1
0
)
で
も

入
手
で
き
ま
す
。

愛
媛
地
域
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l

E
0
8
9
・
9
2
1
・
7
7
9
9

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス

F
S込
者
若
者
・5
8
5・ロS
・加
0

・ミ

4 
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の申告

税務課市民税係

合 24-2111
内線128

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
時
年

1
月

1
日
現
在
、
大
洲

市
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
必
ず
3
月
市
固
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
義
務
の
あ
る
人

平
成
日
年
中
に
、
営
業
・
農
業
・

不
動
産

・
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ

っ

た
人な

お
、
平
成
日
年
中
の
所
得
の
合

計
額
が
、
各
種
控
除
の
合
計
額
を
超

え
な
い
人
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

税の申告について

申
告
の
必
要
が
な
い
人

.
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に

提
出
す
る
人

av事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
所

得
が
給
与
所
得
だ
け
で
他
に
所
得

が
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

(4
ペ

ー
ジ
)
①
l
⑨
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
は
、
納
付
先
が

市
か
ら
国
へ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
例
年
の
よ
う
に
市
役
所
で

の
支
払
額
の
確
認
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
領
収
書
を
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
の
日
程
に
つ
い
て

市
で
は
下
記
の
日
程
で
、
市
役
所

税
務
課
と
各
連
絡
所
な
ど
を
会
場
に

市
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所得税の確定申告説明会

開催のお知§せ

連
絡
所
で
の
申
告
相
談

申
告
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
必
要
書

類
な
ど
は
、
通
常
市
役
所
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
程
表
の
申
告
相

談
日
に
は
、
各
連
絡
所
へ
持

っ
て
い

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
連
絡
所
で

申
告
相
談
を
行
う
日
に
限
り
、
そ
の

連
絡
所
管
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

市
役
所
税
務
課
で
の
申
告
相
談
が
で

き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
日
に
連
絡
所

で
相
談
す
る
か
、
そ
の
地
区
で
の
申

告
相
談
日
以
外
の
日
に
市
役
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

大洲市総合福祉センター

受給している年金の申告が必要

な人

※当日、必要な書類が揃って

いれば、申告することもで

きます。

)
分

，、ハ
U

h
M
閉

口
同
日

L
前

時

4
午

4

~

~
後

山
げ
分
午

周
ぬ
~

K
時

時

F
』・』

F
n
u
-
-

2
前

後

月

午

午

2
間時

所場

地 区 期 間 場 所 (会場)

大 洲 2月 16 日(月)~20 日(金) 市役所税務課

南 久 米 2月23日(月) 南久米連絡所会議室

菅 田 2月24日ω 菅団連絡所大ホ ール

相H 沢 2月25日休) 柳沢連絡所大ホ ール

善 2月26日休) = 善 連 絡 所会議室

Ji ニ。s7 士呈量 2月27日(金) 八多喜連絡所会議室

市内全域 3月 1日(月) 市役所税務課

上 須 戒 3月2日ω 上須戒連絡所会議室

華庁 Ih コ 3月3日休) 新奇連絡所大ホール

大 大 成 3月4日休) 大川連絡所 会 議 室

JII 蔵 JlI 3月4日休) 基幹集落センター

平 野 3月5日(金) 平野連絡所会議室

市内全域 3月 8 日 (月)~15 日 (月) 市役所税務課

申告相談の日程表

対象者

各会場とも午前9時00分~午後4時30分

市役所 ・税務署ともに土 ・日曜は閉庁のため

申告相談はありません。

申告相談時間

庁閉

問い合わせ先

大洲税務署個人課税部門

官 24-3115

期間中は混み合いますので、申告相談に時間がかかる場合が

あります。大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆さんのご理

角草とご↑姦力をお原買いします。
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広報おおず 2004 2月号

選
挙
で
の
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す

投票制度について

置一

m

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
日
年
ロ
月
1
日
以
降
に

公
示
ま
た
は
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

期
目
前
投
票
と
は
?

選
挙
は
、
投
票
日
(
選
挙
期
日
)

に
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
(
こ
れ
を

「
投
票
日
当
日
投
票
所
投
票
主
義
」
と

い
い
ま
す
。
)
、
投
票
日
前
で
あ
っ
て

も
、
投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
用

紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
方
法
で

投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
投
票

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
名

簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
行
う
投
票
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
大
洲
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
大
洲
市

で
不
在
者
投
票
を
す
る
人
(
選
挙
人
)

は
大
洲
市
で
期
目
前
投
票
が
で
き
ま

す。投
票
対
象
者

期
目
前
投
票
が
で
き
る
の
は
、
投

票
日
当
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な

期目前按票の対象者

冠婚葬祭
結婚式、仏事などの

予定のある人

仕 事
日曜日に営業する

自営業の人

一酉
p
f

卒、

剛
一L

よ
ψ

ど
、
こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
の
理

由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
不

在
者
投
票
と
同
じ
く

一
定
の
理
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
三
旦

誓
書
」
の
提
出
が
必
要
と
・
な
り
ま
す
。

妊娠・病気
妊婦などの理由で

投票日に投票でき

ない人

旅行・外出の予定
のある人ヨ

※
宣
誓
書
は
、
期
日
前
投
票
所
に
用

意
し
で
あ
り
、
該
当
理
由
や
自
分

の
名
前
・
住
所
な
ど
を
そ
の
場
で

記
入
し
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

投票手続きが大幅に簡素化されます
一酉一主

一投
一

一者
一

一在
一

一不
一

一の
一

一来
一

一従
一 舎

摂

}

H
M
控

問

者

苅
者
封
車

明

推

一

畠

α袖
山
間
担

不在者投票期間

I，.ml'・
投票管理者が投票箱ヘ

入れる

投票管理者が

受理を決定した

ものを開封する

不在者投票管理者 l

ヘ提出し、外封筒 ; 

に立会人が署名する l

内封筒を外封筒ヘ

入れ、選挙人が

署名する

投票用紙を

内封筒へ

入れる

記載場所で

投票用紙に記載する

6 

自分で投票用紙を入れる

Ei!jEzt部宅呈

期日前投票所にて投票用紙への記載



広報おおず 2004 2月号

投票制度について

ム
c. "j. l' 

… 

| 簿対照係 J 

期目前投票の手続きの流れ

一
開

票

管

理

者

一

l選:
!挙， ~一一ー
;管，I 1--
i理 ，Iι~ 
1委i疋F 有罪事
l員 l

‘A‘' 12; 

1期:
;日" 一「
t前，I 門

;設;場霊場量

;FR: 

投票記載台において投票用紙に投票の

記載をし、自分で投票箱に投函します。

期日前投票所を設ける期間の末日に投票箱が

いったん市区町村の選挙管理委員会へ送5れ、

選挙期日に開票管理者に届け5れます。

一一

… 一

・・・圃圃

且.・~

… 
… 
… O:::J圃.

..・・・

m 
E・J司.

E ・・... 
』・E・，

一-

"""'"・3・・一一一

投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
ま
た
は
告

示
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
す
。

投
票
場
所

大
洲
市
内
に
設
け
ら
れ
る
期

日
前
投
票
所
で
す
。

投
票
時
間

こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
と

同
じ
く
、
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後

8
時
ま
で
で
す
。

期
目
前
投
票
で
便
利
に
な
る
点

A-選
挙
す
る
人
に
対
す
る
利
点

-
選
挙
期
日
前
の
投
票
で
あ

っ
て
も
、
投
票
用
紙
を
直

接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

-
投
票
用
紙
を
内
封
筒
及
び

外
封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒

に
署
名
す
る
手
続
き
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

。
選
挙
事
務
に
対
す
る
利
点

-
不
在
者
投
票
の
受
理
・
不

受
理
の
決
定
、
外
封
筒
及

び
内
封
筒
の
開
封
な
ど
の

事
務
が
な
く
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
な
く
な
る
の
?

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
け
る
不

在
者
投
票
は
、
原
則
と
し
て
期

目
前
投
票
に
移
行
し
ま
す
が
、

次
の
人
は
、
従
来
ど
お
り
の
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

-
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
不

在
者
投
票

-
指
定
施
設
や
指
定
病
院
に
お

け
る
不
在
者
投
票

-
投
票
日
当
日
に
は
選
挙
権
を

有
す
る
が
、
投
票
日
前
に
お

い
て
投
票
し
よ
う
と
す
る
日

に
は
、
ま
だ
選
挙
権
が
な
い

人

(た
と
え
ば
、
投
票
日
当

日
に
は
却
歳
を
迎
え
る
が
、

投
票
日
前
に
お
い
て
は
ま
だ

四
歳
で
あ
り
選
挙
権
が
な
い

人
)

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

不
在
者
投
票
期
間
も
期
日
前
投

票
と
同
じ
く
公
示
ま
た
は
告
示

の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
選
挙

期
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

質
問
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮

@
2
1
1
1(

内
線
3
2
5
)
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環境保護のために
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|回 I

E ・~田

E・園田

2/18 

2/20 

J

A
愛
媛
た
い
き
で
は、

農
薬
な
ど
の
不
法
投
棄
や
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

生
産
農
家
や
一

般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

「不
用
農
薬
」
や

「農
薬
の
空
き
容
器
」

を
回
収
し
、

適
正
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
自
然
や
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
期
間

2
月
日
日
(
水
)
l
m
日
(
金
)

※
こ
の
期
間
を
厳
守
し
て
く
だ

さ
い
。

回
収
場
所

J
A
愛
媛
た
い
き
の
各
支
所
、
出

張
所
、
事
業
所

回
収
時
間

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
場
所
の
営
業
時

間
内

回
収
の
対
象
と
な
る
も
の

.
不
用
と
な
っ
た
農
薬

粉
剤
、
粒
剤
、
水
和
剤
、
乳
剤
、

液
剤
、
薫
煙
剤

.
農
薬
の
空
き
容
器

ガ
ラ
ス
瓶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ポ
リ
缶
、

ポ
リ
ボ
ト
ル
、
金
属
缶
、
紙
袋
、
紙

箱
な
ど※

回
収
の
際
、
こ
れ
ら
の
容
器

を
洗
浄
し
て
お
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

回
収
す
る
際
に
、
農
薬
や
容
器
の

種
類
を
書
類
に
記
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
次
の
分
別
を
参
考
に
、
皆

さ
ん
が
持
ち
込
む
農
薬
・
容
器

の
種
類
を
前
も
っ
て
把
握
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

不
用
と
な
っ
た
農
薬
の
分
別

O
粉
剤
、
粒
剤
、
水
和
剤

O
乳
剤
、
液
剤
、
薫
煙
剤

O
ヒ
素
含
有
物
(
ネ
オ
ア
ソ
ジ

ン
な
ど
、
「
ア
ソ
ム
ム
ム
」
の

付
く
も
の
)

O
水
銀
化
合
物
(
水
銀
粉
剤
な

ど
)

O
ク
ロ

ー
ル
ピ
ク
リ
ン

を
含
む
)

O
青
酸
ソ

l
ダ

(
サ
イ
ロ
ン

市
の
補
助
制
度
と
皆
さ
ん
の
負
担

割
合市

の
予
算
の
範
囲
内
で
、
処
理
費

の
却
%
以
内
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

処
理
費
の
残
額
と
消
費
税
に
つ
い

て
は
、
農
薬
な
ど
を
持
ち
込
ん
だ
皆

さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

農
薬
の
空
き
容
器
の
分
類

O
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
内
エ
き
紙
袋
、

空
き
紙
箱

O
ガ
ラ
ス
瓶

O
薫
煙
剤
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
空
き

缶
O
ポ
リ
缶

O
一
斗
缶

問
い
合
わ
せ
先

J
A
愛
媛
た
い
き
本
所
資
材
物
流
課

宮
⑫
4
1
8
1

ま
た
は
最
寄
り
の

J
A
支
所

種 実買
液・粉・粒状品

備 考
単価/単位

特殊農薬 (別途料金)

水銀系 (液 ・粉状、錠剤品)1品目 4，000/個 1 kg未満 (注1) 

水銀系 (液 ・粉状、錠剤品)1品目 4，000/kg 1 kg 以上 (注1) 

ヒ素系 (有機) 1，500/本

ヒ素系 (無機) 5，000/本 ~!t酸鉛、 枇酸石灰他

毒劇 (シアン化合物等) 3，000/本

薫蒸剤 (クロールピクリ ン) 3，000/本

不明品

商品名しか分からないもの、 表示が消滅したもの

大容量物

120 Q， 2附でのもの 14，00内 |

その他

l金属スプレー缶 11，00内 |

(注1:メ ーカーが異なる場合は、同一品目とはみな しません。)

f不用農劉l麗ぴ
『農薬璽を容器J~

処理科金
重量は、鼠議込みで lOOg単位で、す。

種 類
処理費
(円/1kg) 

一般農薬

|不用農薬 200 

農薬空き容器の処理料

農薬付着ガラス瓶 240 

農薬付着アルミ缶 240 

農薬付着ポリ袋、ポリボトル 240 

農薬付着金属缶 190 

農薬付着紙袋、紙箱 140 
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市
で
は
、

デスクト ップ
1¥ソコン

4
月
か
5
収
集
・
受
け
入
れ
を
し
ま
せ
ん

製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
の
自
主
回
収
が
、
平
成
日

年
目
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま

す。
市
で
は
現
在
、
「
燃
や
さ
な
い
ゴ

ミ
」
と
し
て
各
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
不
燃
物
埋
立
地
(
長
谷
)

で
収
集
・
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
年

4
月
1
日
か
ら
は
収
集
、

受
け
入
れ
を
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法

郵
便
局
の
「
ゅ
う
パ
ッ
ク
」
に
よ

る
回
収
ル

1
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
回
収
に
は
、
製
造
業
者
(
自
主

回
収
参
加
メ
ー
カ
ー
)
へ
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
所
有

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
製
造
業
者
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
収
の
対
象
と
な
る
機
器

お知らせ

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
(
本

体
)
、
ノ
l
ト
パ
ソ
コ
ン
、

C
R
T
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
、
液
一日
間
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

標
準
添
付
品
(
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー

ド
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
)

『

.

4

E

E

E

，，
J

一
自
主
回
収
参
加
メ
ー
カ
ー

一

一

東
芝
/
富
士
通
/
日
立
製
作
所
/
一

一日
本
電
気
/
日
本
ア
イ
・
ビ
1

・ェ

一

一ム
/
三
菱
電
機
イ
ン
フ
ォ
メ
1

シ
ョ

一

一
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
/
沖
電
気
/
ソ
ニ

一

一l

/
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
/
松
下
電
一

一器
産
業
/
シ
ャ
ー
プ
/
三
洋
電
機
一

一
(
鳥
取
三
洋
電
機
を
含
む
)
/
リ
コ

一

一l
/
カ
シ
オ
計
算
機
/
日
本
ヒ
ユ

1
一

一レ
ッ
ト

・
パ
ッ
カ
ー
ド
/
日
本
ユ
ニ

一

一シ
ス
/
日
本
サ
ム
ス
ン

/
L
G
電
子
一

一ジ
ャ
パ
ン
/
ア
イ
シ

l
エ
ム
カ
ス
タ

-

一
マ
l
ズ
サ
ー
ビ
ス
/
ア
イ
・
オ
1
・
.

一デ
l
タ
機
器
/
イ
l
ヤ
マ
/
ア
ド
テ

-

一
ッ
ク
/
バ
ッ
フ
ァ
ロ

l

(
旧
社
名
メ

-

圃
ル
コ
)
/
ロ
ジ
テ
ッ
ク
/
九
十
九
電
-

一気
/
エ
ム
シ

l
ジ
エ
イ
/
神
代
/
プ
-

・リ
ン
ス
ト
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
/
ワ
コ

・

一ム
/
サ
l
ド
ウ
ェ
ー
ブ
/
ソ
1
テ
ツ

一

一ク
/
N
E
C
三
菱
電
機
ビ
ジ
ュ
ア
ル

一

一シ
ス
テ
ム
ズ
/
ナ
ナ
オ
/
ア
ッ
プ
ル

一

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
/
デ
ル
コ
ン
ピ
ュ

l
一

一タ
/
日
本
ビ
ク
タ
ー
/
東
京
特
殊
電
一

一線
/
ペ
ン
キ
ュ

l
ジ
ャ
パ
ン
/
日
本
一

一
エ

イ

サ

l

一

一
(
平
成
日
年
日
月
6
日
現
在
順
不
同
)
一

r

L

 

ノ 卜1¥ソコン
自
主
回
収
に
参
加
し
て
い
な
い
メ

ー
カ
ー
の
製
品
や
自
分
で
組
み
立
て

た
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

4
月

1
日
以
降
も
不
燃
物
埋
立
地
で
受
け

入
れ
ま
す
。
(
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
)

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課

宮

@
2
1
1
1

(内
線

1
6
6
)

社
団
法
人
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

(J
E
I
T
A
)
 

宮

0
3
・
5
2
8
2
・
7
6
8
5

F
3匂
一
¥
¥
若
者
委
匂
口
い
こ
℃
¥

スビーカー、ケーブル
などの標準添付品

事費間濯

ティッシュ、洗剤、

差し上げまあ~す。

などと言って特設会場

を行

(脅し、監禁など)

をいいます。

-催眠 (SF)商法

販売員が「無料で日用品を配ります」

に誘い込み、

うが、そのうち会場から出られない雰囲気

を作り上げ、

・売りつける商品

布団類、健康食品、健康器具、磁器マットレスなど

・予防と対策

「無料」という言葉にだまさ れない。(タダほど高いものはない!) 

安易に会場へ行かなし1。

契約してから 8日以内ならちーリング・オフができます。

[消費生活に関する相談窓口}

商工観光課

八幡浜地方局県民生活課

菌剤師量制閣捌豆諸富措置直面閉雌闘!I繭

E諸Z週層圏贋聖書闘運酒E言官闇fZ有田圃副i.調Eョ・1

内線355

岱 0894-22 -4111 内線224

ft24 -2111 

※クーリ ング・オフとは、 一定期間内なら違約金なしに無条件で解約できるという消費者保護制度のことです。

9 



広報ああず 2004 2月号

保険加入のご案内

E置璽

変
通
傷
害
保
険
3月1日

受付開始

各
行
政
区
の
区
長
を
通
じ
て
申
込
書
(
住
所
・
氏
名
記
入
済
み
)
を

配
布
し
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
に
つ
い
て

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
を
希

望
す
る
人
は
、
各
行
政
区
の
区
長
を

通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、

H

区
(
組
)
入
り
H

し
て

い
な
い

加
入
希
望
者
の
う
ち
、
肱

南
・
久
米
・
肱
北
・
喜
多
・
平
地
区

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
市
役
所

(
3

階
)
総
務
財
政
課
交
通
安
全
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
連
絡

所
の
あ
る
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

加
入
資
格

A
V
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

大 州市市民交通俗茜 限険加入 申込w (加λ著書官'"記入しないこと}

申込'1 月 日|師約 1"吋 |加入 Ui'tl
l加入宥の住所| 氏 杭 1 8 1 醐1--1品岡山ZI~I 備 母国

1I ___L_______j_J___l 1'0 ・ 2 ロ I ~仁三ゴ6
2 1 1 1 1 同日 I~L一一」品
3 1 1 1 1'"，"_]:L________jま
|1  1 1 l' 0 " 臼1:[-------1両
川 1 1 1 l' 0 " ロj2r一一寸2
~I 1 1 1 い口 2 口 j~L_J長
T1  1 1 1山叩1~ L________j主
81  1 1 いロ 2ロ|叶 1'; 
0保険料 1'; 
"ロ加入， .主主一門x一一ーーー人z一一一一一一一円

【'u加入し且旦一円誕一一一人富一一一一一ーー"

門 u 人 ・ 門

主主星回一一一門

企加入申込書に必要事項を記入し、
印を押して申し込んでください。

A
V
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

果
険
料

ーロ

4
8
0
円

中
途
申
し
込
み
は
月
額
却
円

2
口

9
6
0
円

中
途
申
し
込
み
は
月
額
初
円

※
l
人

2
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間

平
成
同
年
4
月

1
日
か
ら

1
年
間

支
払
わ
れ
る
保
険
金

保
険
金
の
例

《
最
高
額
》
死
亡
し
た
場
合

-
口
に
つ
き
・
:
1
0
0
万
円

《
最
低
額
》
治
療
期
間

1
週
間
未
満
の
場
合

l
口
に
つ
き
・:
5
千
円

※
金
額
は
、
治
療
期
間
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き

日
本
国
内
に
お
い
て
、
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど

に
乗
っ
て
、
追
突
、
墜
落
、
転
覆
し

た
事
故
や
、
歩
行
中
に
こ
れ
ら
の
車

両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り

し
た
事
故
に
対
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

万
一
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は

自
損
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
で
も
、
軽

い
ケ
ガ
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
を
し
て
い
な
い
と

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

保
険
金
の
「
請
求
」

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
で
、
交
通
事
故
な
ど
で
負
傷

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

金
の
請
求
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

合

@

2
1
1
1
(内
線

3
2
3
)

トのpとあ:九訟Ll三フヴかザー

大洲少年少女合唱団発表会

9回目の発表会に向けて、団員一同張り切って

練習しています。皆さんお誘い合わせの上、ご鑑

賞ください。

2月28日(土)午後 l時30分間演

国立大洲青年の家大ホール

合唱…世界に一つだけの花、沖縄の歌メ

ドレ一、蔵造りのある町ほか

賛助出演…大洲小学校 ・南久米小学校の

合唱、尺八と筆の二重奏

.日時

.会場

.内容

合 25-3558

平小学校(神話、まで)

.問い合わせ先

3月6日(土)午後 l時30分間演

大洲市民会館大ホール

独奏、合唱

*ピアノ 上田あゆみ、吉岡妙水

*フルート 畠山夏子、伴奏渡辺智子

*トロンボーン 畠山顕治

*長浜コーラス、内子町並みエコー、ボー

イズふじかげ、大洲ふじかげコーラス

。主催・問い合わせ先 大洲ふじかげコーラス

fi 24-4278 (白石まで)

春のコンサート

.日時

。会場

.内容

.出演

10 



11 

広報ああず 2004 2月号

生活安全ニュース

こんな手口に

臆されてはいけません1

・「現在の年金支給額に誤りがあった。

3日以内に現金を郵送しないと年金支給

を停止する」と請求書を送ってくる。

. ，“年金の払い過ぎ"“国民年金の未納

金"があるのですぐに指定口座に振り込

むようにJと電話してくる。

・「医療費の払い戻しゃ社会保険の手続き

に手数料がいる」と自宅を訪問し、現金

を請求する。

オレオレ詐敗にも注意!

すぐに警察に通報を!
社会保険事務所の職員などになりすまし、次のような

方法で金銭を!踊し取ろうとする事件が全国的に多発して

おり、大洲市でも同じような事件が発生しています。

すぐにお金を振り込んだりせず

相手をよく確認しましょう!

社会保険事務所などでは、指定口座への振込み

や現金郵送を依頼したり、 手数料を請求したりす

ることはありません。不審な電話や訪問があった

ときは、すぐに警察か社会保険事務所ヘ連絡して

くださし1。

松山西社会保険事務所

ft089 -925 -5105 

孫や子を装って「オレだよ、オレJ，事故を起こしたJ，保証

人になっていたら、その人に逃げ‘られたJ，す ぐにお金を送っ

て(振り込んで)ほしいJなどと言って電話し、金銭を騎し取

る事件が多発しています。皆さん注意してくださし、。

大洲警察署 ft25 -1111 

圧雪路・凍結路の運転ボイント

.ラジオや対向車の様子などから積雪情報を

早めにつかみ、ゆとりある運転をする。

.急ブレーキ、急ハンドル、急発進などは車

両のコントロールができなくなる原因。

「急」の付く運転動作をしない。

.積雪のわだちがある道路では、進入前に確

実に減速し、ハンドルを固く握りすぎない0

.カーブは進入前に確実に減速する。

4砂尻振りスリップしたらブレーキを踏むのは

危険。むやみにハンドルを切らないように

する。

企通学時は気をつけてね(平野小学校での交通安全教室)

交通自全叡室を聞きま也九か
交通安全協会では、大洲警察署と協力して、小-

中・ 高等学校、事業所、老人クラブなどを単位として

交通安全教室を開催しています。

申し込み・問い合わせ先

大洲交通安全協会 ft25 -1111 (東まで)



広報おおず 2004 2月号

お知らせ

'..z 

島
町一
切

ω軒
以M
悲

劇
以

ωρ

有
料
道
路
の
通
行
料
金
割
引
制
度

変
更
手
続
き
は
市
役
所
で
!

障
害
者
割
引
制
度
(
有
料
道
路
通
行
料

金
の
割
引
)
の
手
続
変
更
に
つ
い
て

改
正
の
概
要

l

割
引
証
(
チ
ケ
ッ
ト
)
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
替
わ
っ
て
、
変
更
手
続

き
が
済
ん
で
お
り
、
新
た
に
割
引

の
有
効
期
間
を
記
載
し
て
あ
る
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

(
以
下
「
手
帳
」
と
い
い
ま
す
。
)

を
料
金
所
で
提
示
す
る
だ
け
で
割

引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※
旧
制
度
(
割
引
証
の
提
出
と
手

帳
の
提
示
)
に
よ
る
通
行
は
、

平
成
同
年

5
月
白
日
ま
で
の
適

用
と
な
る
た
め
、
早
め
の
手
続

き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

2

E

T

C
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時

に
お
け
る
割
引
も
同
時
に
開
始
さ

れ
ま
す
。

手
続
き
場
所

高
齢
福
祉
課
(
市
役
所
1
階
)

※
必
要
書
類
な
ど
を
事
前
に
準
備

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

.つ手
手い続
帳て き
の育

理這
否や
v; 1/;、

正聖

1事
割な
ヲl ど
を lこ

受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
次

の
①
1
④
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

②
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
自

動
車
検
査
証
(
車
検
証
)

③
運
転
免
許
証

④
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
割
引

証
(
チ
ケ
ッ
ト
)
の
残
り

-
E
T
C
を
利
用
し
て
割
引
を
受
け

る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
手
帳
の

提
示
の
み
に
よ
っ
て
割
引
を
受
け

る
場
合
の
必
要
書
類
(
前
記
①
1

④
)
の
ほ
か
、
次
の
⑤
・
⑥
が
必

要
で
す
。

⑤

E
T
C
カ
l
ド
(
原
則
と
し
て

障
害
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
)

⑤
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
に
設

置
し
た
車
載
器
の

「
E
T
C
車

載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・

証
明
書
」

割
引
の
対
象
範
囲

ア
障
害
者
割
引
の
対
象
者
、
対

象
と
な
る
自
動
車
は
現
行
と
同

様
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
す

0

.
身
体
障
害
者
が
自
ら
自
動
車

を
運
転
す
る
場
合

・
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は

重
度
の
知
的
障
害
者
が
乗
車

し
、
そ
の
移
動
の
た
め
に
本

人
以
外
の
者
が
自
動
車
を
運

転
す
る
場
合

イ
割
引
を
受
け
る
た
め
に
登
録

で
き
る
の
は
、
対
象
障
害
者
1

人
に
つ
き

l
台
の
み
で
す
。

ウ
車
種
要
件
な
ど
に
よ
り
、
登

録
で
き
な
い
自
動
車
が
あ
り
ま

す
。

※
登
録
で
き
な
い
自
動
車
と
は
、

た
と
え
ば
、
法
人
所
有
車
両
、

レ
ン
タ
カ
ー
、
タ
ク
シ
ー
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
車
検
中
の
代

車
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

包
(匂

2
1
1
1
(内
線
1
7
5
)

12 

「
あ
い
さ
つ
」

や

「
会
話
」

毎
朝
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
兼
ね
て
犬

の
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
途
中

で
集
団
登
校
の
小
学
生
に
よ
く
出
会

い
ま
す
。
い
つ
も
元
気
よ
く
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
、
私
も
「
お
は
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
と
き
に
は
、

「車
に

気
を
つ
け
て
な
」
と
付
け
足
し
ま
す
。

な
に
げ
な
い
朝
の
出
会
い
の
繰
り
返

し
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
が
で
き
、
互
い
に
親
し
み
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
分
か
り
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ち
ょ

っ
と
し
た
家
庭
内
の
会
話
で
も
家
族

の
気
持
ち
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
に
は
、
お
互
い

を
認
め
合

っ
た
り
、
思
い
や
っ
た
り

す
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
少
し
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
な
い
人
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
で
は
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
が

部
屋
を
持
ち
、
自
分
だ
け
の
自
由
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、

家
族

一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ
り
、
テ

レ
ビ
を
見
た
り
す
る
よ
う
な
団
ら
ん

の
時
聞
が
減

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

を
大
切
に

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
近
く
の
ち
ょ
っ
と
し
た
用

事
で
も
自
動
車
で
出
か
け
る
こ
と
が

多
く
、
途
中
立
ち
話
を
す
る
こ
と
や

近
所
の
人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買
物
を

す
る
と
き
も
、
レ
ジ
に
商
品
を
差
し

出
す
だ
け
で
、

一言
葉
の
や
り
取
り
も

あ
ま
り
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
日
ご
ろ
か
ら
周
り
の
人
た

ち
と
の
出
会
い
や
会
話
を
大
切
に
し
、

相
手
の
気
持
ち
を
察
し
た
り
心
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
取
っ
た
り
す
る
感
覚

を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、

も

っ
と
も
っ
と
大
事
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

人
権
と
い
う
こ
と
を
難
し
く
考
え

な
い
で
、
自
分
か
ら
進
ん
で
「
あ
い
さ

つ
」
を
交
わ
す
こ
と
や
又
互
巴
と
い
う

地
域
の
中
で
の
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
見
直
し
て
み
て
は

ど
、
つ
で
し
ょ
、
っ
。
そ
、
つ
い
、
っ
さ
さ
や

か
な
こ
と
が
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
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まちの話題

純一チ
l
ム
が
健
脚
を
競
う

第
必
回
大
洲
市
駅
伝
大
会
が
平
成
日
年
ロ
月
6
日
、

市
内

一
円
を
コ

l
ス
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

、 、ノ，
h 大洲市 グ
グ 駅伝 マ

....市役所前を48チームが一斉にスタート

上位3位までの成績(部門別)
中学生男子 ;0区間 (30.9km)

1位|大洲南中学校A 1;時間45分07秒 |大会新記録

2位|新奇中学校 A 1;時間49分;8秒 1

3位|肱東中学校A 1;時間49分40秒

中学生女子 8区間 (22.3km)

1位|大洲北中学校選抜 1 ;時間29分39秒

2位|大洲東中学校 1 ;時間30分00秒

3位|肱東中学校A 1;時間30分;5秒

一般男子 B区間 (22.3km)

1位|徳森 1 ;時間;9分42秒

2位|平野駅伝チーム 1 ;時間2;分50秒

3位|三善公民館 1 ;時間24分43秒

高校2部 ;0区間 (30.9km)

1位|大洲高校陸上部 1 ;時間47分35秒

2位!大洲高較バスケ ッ トポー )~部 1 2時間00分4;秒

.・扇百の美夏:LJJNぷ :L:
• 
・ 扇の図柄の美し さを競う 第12回扇面の美展が友好?
・提携都市 『滋賀県安曇川町』で開催され、 表彰式が平 :

・成15年12月7日、 安曇川町公民館で行われました。 ー

. [大洲市からの入選者]一般の部 . 
• ・扇面の美大賞 • 

: 菊池 須美 「パラ色のエチュードJ・

.日本扇面芸術協会理事長賞 ・

・ 井上高明 「葵J : 
:特選 矢野一長「清風明月J • 
. " 増金毅彦「春風騎蕩J ・

・佳作 二宮重好「心如水J : 
• . [大洲市からの入選者]少年の部 ・

.安曇川町長賞 宮岡希実 (大洲南中学校)・

・佳作 上野 導 (大洲南中学校):
• . 第33田滋賀康芸術主f~祭参加 一一J......

: 第12回局 面の美 展 :
. 平成15年12月7日(日rト4B(印 :1:山;町:れ柄引闘い .

" --，，""' .喝 d 町 124:t:;;む531rJiしr.llot • 

. 可 二二 ιー一一一一 ー

:1 ..-~三￡ム 「 :
.1 長司・・IU・E・.. ~W~. I!・

1 ・1，.唱- 圃・・・・・0..........."11・
・ 1 マ a・・・・・・・~・・・圃・・・・・・・圃・・・・・.~~ ， 1 1 

| ・ょa・・圃圃・・・・・・・・・'¥j' I 1. ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--
u • 

. ....表彰式に出席した井上さん (右)と矢野さん (左) . 
• 
: 手4，;i}えMd36のク(J.7月 13日凶~25日同) : 

• 
・ 皆さんぜひご応募を! ・
• . 作品応募締切 7 月 1 日 (木~ /・
. 問い合わせ先 山荘画廊 ft24-6663 . • 

• ・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . 
大 大 大 大 大 i~逼轟轟薗園田園 大 特

「 近洲「上洲 「 川洲 「 藤 洲 「 吉 洲 「後 足量畠圃圏直盟量冨圏直圃 洲別 絵画コンクール
灯藤の 北 田喜赤井口赤本ラお見金五藤 璽璽彊薗園曹瞳竪顎 市 賞

2理持品ヒ彩月以字、?少院孝璽爾rI詰
」 ( を庁( 理ガ香リが枝ンの紋会 町 .:_rl!llllll 畑 山 ‘ 有

今 考 旧 市法と ~ J 館(ズあよ会の( ーJ
治え 本木 人ポ大ク」大クか自長レ高
市る庁) 会ス訓|ラ 百十|ラれ百賞ン知
)会舎 会ト 北 ブ 小ブん 主主 ガ県

会」 長」 中会 6会が事 蔵春
長 賞 1長 年長か小」野
賞 年賞)賞んム 町

~ Lーー ヰー ~ 

L，}がのある風景
おおず赤煉瓦館で表彰式

第 3回 「レンガのある風景」絵画コン

クールの入選者20人が決まり、その表彰

式が12月21日に行われました。

大
洲
ま
ち
寺つ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
賞

一

西
岡

貴
史
(
久
米
小
3
年
)

ん

「
レ
ン
ガ
を
く
ぐ
れ
ば
」

-

ア
イ
ラ
ブ
赤
煉
瓦
賞

圃

菊

池

舞

(平
野
小
6
年
)

園

「
し
よ
う
油
工
場
の
レ
ン
ガ
」

圃

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
賞

圃

関
あ
る
ま
(
大
洲
北
中
1
年
)

圃

「赤
レ
ン
ガ
館
」

園

小
学
生
低
学
年
の
部

圃

最
優
秀
賞

川
井

晴

香

(平
小
3
年
)

一

「赤
レ
ン
ガ
館
の
う
ら
」

一

優
秀
賞

長
谷
真
輝
(
大
洲
小
l
年
)

一

「
こ
ん
な
レ
ン
ガ
の
家
に
す
み
た
い
な
」

一

吉
見
沙
紋
(
喜
多
小
1
年
)

ん

「
わ
た
し
の
お
は
な
ば
た
け
」

ι

小
学
生
高
学
年
の
部

国

最
優
秀
賞

-

松
村
有
里
子

(大
洲
小
5
年
)

-

「
赤
レ
ン
ガ
館
」

-

優
秀
賞

回

西
岡
香
織
(
久
米
小
6
年
)

-

「
私
の
好
き
な
レ
ン
ガ
」

E

坂

井

莱

摘

(大
洲
小
5
年
)

』

「
中
庭
の
あ
る
風
景
」

一

中
学
生
の
部

一

最
優
秀
賞

高

橋

浩

平

(大
洲
北
中
2
年
)

一

「
赤
レ
ン
ガ
館
」

一

優
秀
賞

-

松
満
紗
代
子

(大
洲
北
中
3
年
)
目

「赤
レ
ン
ガ
館
と
ハ

l
ブ
園
」

圃

繁
桝
裕
実
(
大
洲
北
中
l
年
)

圃

「
赤
レ
ン
ガ
館
」

園

高
校

・
大
学
・
一
般
の
部

圃

優
秀
賞

園

宮
本

恵

子

(東
大
洲
)

圃

「タ
マ
の
朝
パ

l
ト
E
ん
:-
H
」

園

山
内

武

子

(新
居
浜
市
)

E

「別
子
銅
山
の
里
」

一

13 
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し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な
の
は
な
大
会

イベント情報

ー
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
大
会
と
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
運
行

i

J
R
主
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
し

お
か
ぜ
ウ
ォ

1
ク
な
の
は
な
大
会
」

が
、
上
灘
1
長
浜
間
の
駅
や
旧
道
な

ど
の
約
口
同
の
コ

1
ス
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
ご
家
族
連
れ
や
お
友
達
と
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

期
日

日
程

午
前
8
時
伊
予
上
灘
駅
で
受
付
開
始

午
前
8
時
記
分
双
海
シ
ー
サ
イ
ド

公
園
で
開
会
式

午
前
9
時

ス

タ

ー
ト
(
途
中
イ
ベ

ン
ト
、
物
産
販
売
)

午
後

O
時
却
分
1
2
時

ゴ
ー
ル
地
点
到
着

午
後
2
時
長
浜
赤
橋
下
「
町
民
の

広
場
」
で
抽
選
会
及
び
閉
会

式
(
伝
統
芸
能
発
表
や
物
産

の
販
売
)

参
加
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
保

険
料

(
1
0
0
円
)
を
受
付
時
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

け
が
な
ど
の
場
合
、
傷
害
保
険
の

加
入
範
囲
及
び
応
急
処
置
以
外
の
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

J
R
松
山
駅

合

0
8
9
・
9
4
5
・
2
6
2
5

3
月
7
日
(
日
)

トロッコ列車時刻表 (3月 7日運行)

上 下

伊予長浜駅発 伊予上灘駅着 伊予上灘駅発 伊予長浜駅着

9: 07 9 : 40 10 : 29 11 : 03 

11 : 32 12 : 02 12 : 59 13: 32 

羽
海
岸
田

D
線
を
楽
し
も
う
!

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

写
真
の
題
材

予
讃
線
海
岸
回
り
線

(双
海
1
長
浜

1
大
洲
)
の
鉄
道
を
テ
1
マ
と
し
た

風
景
と
、
「
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な
の

は
な
大
会

(3
月
7
日
実
施
)
」
の
模

世求募
集
期
間

3
月
1
日

(月
)
1
5
月
口
日

(月
)

サ
イ
ス

カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
り

応
募
先

フ
ジ
カ
ラ
l
取
扱
屈
ま
た
は
、

J
R

予
讃
線
対
策
協
議
会
事
務
局
(
長
浜

町
役
場
企
画
調
整
課
)

干

7
9
9
1
3
4
0
1

長
浜
町
大
字
長
浜
甲
4

8

0

3

発
表

6
月
中
旬

(予
定
)
愛
媛
新
聞
紙
上

曲
貝推

薦

l
人
・
・
・
賞
状
及
び
賞
金
3
万
円

と
副
賞
/
特
選
2
人
・
・
・
賞
状
及
び
賞

金
2
万
円
と
副
賞
/
入
選
5
人・・・賞

状
及
び
賞
金
l
万
円
と
副
賞
/
佳
作

m人
・
・
・
賞
状
及
び
副
賞

問
い
合
わ
せ
先

長
浜
町
企
画
調
整
課

8
0
8
9
3
・
5
2
・
1
1
1
1

毘愈櫨慣をむ号世ゐLIJJ..・・・・¥

企菜の花カずいっぱいの海岸線をウォ ーキング

.-------• 

皆さんの大切な思い出を一本の木に託し、

あなた自身の手で植樹してみませんか。
市民の森富士山

14 

内線 328

.. ・

市
制
印
周
年
記
念
事
業

μ
• 

第
刊
田
市
民
の
森
記
念
植
樹
“

日
時

4
月
却
日
(木
)
み
ど
り
の
日

“-

午
後

l
時
か
ら

・
• 

場
所
市
民
の
森

(富
士
山
南
側
斜

“

面
・
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ

・

i

-

ヤ
ン
プ
場
入
口
付
近
)

“

対
象
者

・-

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

(大
洲
市
“

出
身
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
"

び
市
内
の
団
体

・
法
人
を
含
む
)
“

②
平
成
同
年
4
月
か
ら
平
成
同
年
3
“

月
ま
で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶
事
を

“

迎
え
た
人
、
ま
た
は
迎
え
る
人

“

植
樹
の
種
類

キ
ン
モ
ク
セ
イ

“

参
加
費
用

1
万
円

“

(
プ
レ
ー
ト
代
、
支
柱
代
を
含
む
)
"

申
込
期
限

4
月
9
日
幽

“-

刊・

1
高

山
.

J

J
J
~
J

“
 

.-

F
4
:

・

イ
¥
・』・

制
・

K
一ぃ

“

E
E
邑
‘
.

.

 R

・

圃・・・
圃
・

・・・
市山富
・

画
『

圃
・

-

fhJ

・
“

?
せ
屯
』
均
U
E

・

v
a
-

U
F
3
3

・

J

-

・

主
主

・----
a
----

.、=
・『

・
R

・
6
"
 

E

・--
V
E
L

-

-圃
圃
・

•••• •••• ---
-

E
E
E
-

---

申し込み・問い合わせ先

宮 24-2111 行政係総務財政課
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人
と
の

第7回国際婦人デー記念講演会

2月 22日(日)

午後 l 時 30 分~ 3 時

市総合福祉センター (4階)

多目的ホール

※入場料無料、駐車場有り

「人との出会いが人生を変える」

松下文治先生

1947 上浮穴郡久万町生まれ

1970 順天堂大学卒
青年海外協力隊としてザンピアで柔道を指導

プリティッシュ・オープン柔道大会銀メダル

郷土愛媛と国際社会を考える会会長

ジャパンザンピアムリパジン協会会長

(鮒愛媛国際交流協会理事

著書 「ザンビア太陽の国j、「夢とロマンのザ

ンビア紀行」ほか多数

主催 ・問い合わせ先

国際ソロプチミスト大洲

公
会
い
ぷ

人
生
を

1973 

現在

変
え
る

時

場

題

師

ム一品

演

講

日

連載コーナー

-
R
芭
有

4
p
d
p
-
即

時

世
F
-
R

珠
世
即
時
世
F
-
F
-
F

喧
軍
司
牢
喧
F
-
F
-
P
4
町

珠

珠

毒

涛

司

F

t
即
時
世
町

-
F
-
F
-
p
t
r

静

岡

守

-R

i

講
演
の
内
容
(
要
約
)

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
神

固守

2
'

が
か
論
会

-R
E
M

-調
評
社

私
(
桂
文
喬
さ
ん
)
は
、
落
語
家
戸
市
長
田
区
出
身
で
、
震
災
直
後

回守

合

1

ナ
ヱ
宵
画

の
新
弟
子
土
す

t
、
市
匠
の
家
こ
住
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い

与

!

町

、

、
ル
教
参

。

H

イ

自

J
V

晶画

列

セ
一
で
同
た

込
み
で
修
行
を
し
、
朝
の
掃
除
、
食
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
強
く
感

与

ぺ

附

除

泌
が
誠
一
託
事
の
支
度
や
片
付
け
、
洗
濯
な
ど
毎
じ
た
こ
と
は
、
年
齢
や
性
別
と
い

挙

世

-
h
令

考
所
落
男
ル
日
家
事
全
般
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

っ
た
特
性
は
あ
っ
て
も
、
男
女
の

辱

k

t
R
寸

F

一
日
一
能
川
郡

結
婚
後
も
、
食
事
の
後
片
付
け
な
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ボ

与

*

昼

歩

く
を
ん
て
ど
は
自
分
で
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
た
ち
は
年
齢
や

辱

禽
，
=
4

づ
1
人
さ
し

1

4
F

J
4

会

imω
喬
題

た
ち
も
幼
い
頃
か
ら
の
習
慣
で
、
大
性
別
に
応
じ
て
、
力
仕
事
や
細
や

挙

M

d

献
町
刷
出

μ
学
生
や
高
校
生
に
な

っ
た
現
在
で
も
か
な
心
配
り
が
必
要
な
仕
事
な
ど
、

川

ー

ち

i

参
七
者
る
で
後
片
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
男
性
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
ま

』

E

q

F
弘

同
年
加

性

恒
{

共
市
参
も
指

外
で
働
き
、
女
性
は
き
守
る
と
い
し
た
。
男
性
だ
か
ら
女
性
だ
か
ら

匹

女

‘

女
成

、で

目

っ
た
構
図
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
国
と
差
別
を
す
る
の
で
は
な
く
、
特

川

の

・

男
平
れ
家
を

に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
性
を
生
か
し
な
が
ら
社
会
に
役
立

i

ず

¥

は
家
庭
の
中
か
ら
、
お
互
い
が
協
力
つ
事
を
し
て
い
く
べ
i
j
だ
と
思
い

川

渇
〉
~
ー
l
J司
1
J
M
Uり
し

て

男

女

ま

す

。
お
互
い
が
支
え
合
い
な
が

れ

ま
一
ケ

寸1
1
U叫
制

川

川

喧

立

共
同
参
画
ら
、
目
的
を
も
っ
て
生
活
し
て
ほ

与

司
君
主

fw
甲、
司
可
4
・
・

F
E劃
引
制
・
・
・
・
・

者
喬

を
進
め
て
し
い
と
思
い
ま
す
。

固守

ズ

疋

寸

庁
晶、
温
園
田
園
圃
・
・
・
加文

、、ょ

h
F

-
b
E
'
面

F-----------
z
u

カ
な
く

・

与

ルJ

・
、
一
戸

「
l
Ia・
-

-

-

-

-

-

訟

で
は
な

川り

笑

い

の

中

に

大

切

な

言
葉
を
織

与

シ

一

iLa--酬

脳

会

か

ま

せ

ん

り

交

ぜ

た

、

桂

文

喬

さ

ん

の

楽

し

辱

「い
いい
い
l
lu
u掴
・
・
・
・
・
・
・

企

私

は

、

い

講

演

会

で

し

た

。

岳
同
事
告
』
事
』
軍
事
』
軍
事
』
軍
事
』
軍
事
事
量
軍
事
領
事
修
復
』
軍
事
告
根
伝
』
軍
事
事
』
軍
事
者
』

'h軍
事
国
守

藤
樹
先
生
眠
草
尉

。司

伝
え
ら
れ
る
話

酌
婦
菊
女

高
島
郡
に
伝
わ
っ
て
い
る
話
で
す
。

あ
る
日
、
藤
樹
が
二
一、
四
人
の
門

弟
と

一
緒
に
小
川
村
の
ず
っ
と
北
の

方
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

何
と
い
う
川
で
あ
っ
た
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、

一
枚
板
を
佐
ぎ
並
べ
た

橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
大
雨
の
後
で
し

た
か
ら
、
水
は
ご
う
ご
う
と
音
を
立

て
て
流
れ
て
い
ま
す
。

一
行
が
い
よ
い
よ
渡
ろ
う
と
し
た

と
き
で
す
。
向
う
側
か
ら

一
人
の
女

が
、
ち
ょ
う
ど
橋
を
渡
り
初
め
ま
し

た
。
と
て
も
危
な
げ
な
足
ど
り
で
し

た
。
そ
れ
を
見
た
門
弟
た
ち
は
、
あ

わ
て
て
渡
る
の
を
止
め
、
川
岸
で
待

と
う
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
藤
樹
は
ま

っ
た
く
気

に
と
め
る
様
子
も
な
く
歩
い
て
行
っ

た
の
で
、
橋
の
中
ほ
ど
で
ば
っ
た
り

出
会
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
に
し

ろ
一
枚
板
の
橋
の
上
で
す
。
身
を
よ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
怖
く
て

夢
中
で
渡
っ
て
い
た
女
は
、
驚
き
慌

て
ま
し
た
。

し
か
し
、
藤
樹
は
慌
て
る
こ
と
な

く
、
に
っ
こ
り
し
て
両
手
を
広
げ
そ

の
女
を
抱
き
か
か
え
、
く
る
り
と
回

っ
て
「
さ
あ
お
行
き
」
と
、
そ
っ
と

手
を
離
し
ま
し
た
。
門
弟
た
ち
は
追

口?
碑;
伝;
説ご

② 

い
つ
い
て
「
先
生
、
今
の
お
女
中
は

料
理
屋
の
酌
婦
で
す
よ
。
あ
の
よ
う

な
お
女
中
に
手
を
触
れ
る
の
は
、
同

ら
わ
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
口
々
に
詰
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
藤
樹
は
、
何
事
も
な
か

っ
た
よ
う
に
す
た
す
た
と
歩
き
な
が

ら
、
「
お
ま
え
さ
ん
方
は
な
ん
と
ま
だ

さ
き
ほ
ど
の
お
女
中
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。
わ
た
し
は
、
お

女
中
の
こ
と
な
ど
毛
頭
考
え
て
い
ま

せ
ん
よ
」
と
涼
し
い
顔
で
弟
子
た
ち

長
」
ル
』

を
諭
し
ま
し
た
。

お

う

み

そ
の
女
性
は
、
京
都
か
ら
近
江
の

八
幡
浜
(
現
在
の
滋
賀
県
今
津
町
)

に
移

っ
て
来
た
菊
女
と
い
う
名
前
の

女
で
し
た
。
菊
女
は
、
貧
し
い
暮
ら

し
な
が
ら
文
学
の
素
養
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
菊
女
は
藤
樹
を
大
変
尊

て
ん
さ
く

こ

敬
し
て
、
和
歌
や
連
歌
の
添
削
を
請

う
よ
う
に
な
り
、
藤
樹
も
快
く
指
導

し
た
そ
う
で
す
。

「
昨
日
座
中
に
遊
女
あ
り
、

本
日
座
中
に
遊
女
な
け
れ
ど
、

そ
な
た
の
心
に
遊
女
あ
り
」

と
弟
を
戒
め
た
中
国
の
「
明
道
」

と
い
う
人
の
故
事
が
あ
る
。

15 
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大洲城天守閣復元

平成16年 1月 1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、442，253，843円
です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はと連絡ください。また、このコ
ーナー!こ対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

大
洲
城
あ
れ
こ
れ
官

i
戦
国
武
将
編

i

加
藤
光
泰
(
一
五
三
七
i
一
五
九
三
)

加
藤
貞
泰
(
一
五
八

O
L六
二
三
)

内線352

• 

fi 24-2111 

「
大
洲
城
あ
れ
こ
れ
」
で
は
、
大
洲
城
に
入
城
し
た
戦
国
武
将
を
シ
リ

ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
脇
坂
安
治
の
後
、

大
津
城

(大
洲
城
)
に
入
城
し
た
加
藤
貞
泰
と
そ
の
父
光
泰
を
紹
介
し
ま
す
。

二
十
四
万
石
の
大
大
名

・
光
泰

貞
泰
の
父
、
光
泰
は
美
濃
国

(岐

阜
県
)
の
出
身
で
、
は
じ
め
斎
藤

ど

う

さ

ん

た

つ

お

き

道
三
の
孫
、
斎
藤
竜
興
の
家
来
で
し

た
が
、
後
に
秀
吉
に
仕
え
ま
す
。
光

泰
は
、
秀
吉
の
も
と
で
数
々
の
殊
勲

を
た
て
、
天
正
十
二
年

(一

五
八
四
)

に
は
近
江
田

(滋
賀
県
)
高
島
城
主

二
万
石
、
翌
十
三
年

(一

五
八
五
)

に
は
美
濃
国
大
垣
城
主
四
万
石
を
所

領
し
ま
す
。
や
が
て
、
天
正
十
八
年

(
一
五
九
O
)
小
田
原
城
攻
略
で
活
躍

し
、
光
泰
は
、
甲
斐

一
国
二
十
四
万

石
の
大
大
名
に
出
世
し
ま
す
。

当
時
の
情
勢
は
、
家
康
が
江
戸
に

転
封
と
な

っ
た
直
後
で
、
秀
吉
は
家

臨

康
に
備
え
る
た
め
に
家
康
包
囲
網
を

澗
形
成
し
ま
す
。
甲
府
城
を
は
じ
め
松

崎

本
城
、
上
田
城
な
ど
関
東
近
辺
の
重

護
要
拠
点
に
豊
臣
方
の
大
名
を
配
置
し

旨
邑ゆ

た
の
で
す
。
光
泰
は
、
甲
府
城
に
入

一噛

る
と
隣
国
家
康
の
監
視
と
け
ん
制
役

酎

を
担
い
、
特
に
関
東
へ
の
物
資
流
通

葉

に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

藤

同
時
に
甲
府
城
の
天
守
台
や
本
丸
な

叫

ど

主
要
部
分
の
石
垣
の
普
請
を
完
成

さ
せ
、
本
格
的
な
甲
府
城
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

文
禄
元
年

(一

五
九
二
)
光
泰
は

朝
鮮
に
出
兵
し
ま
す
。
朝
鮮
で
光
泰

は
、
石
田
三
成
ら
と
軍
事
上
の
意
見

で
対
立
し
、
不
仲
に
な
り
ま
す
。
翌

年、

三
成
は
光
泰
と
和
解
す
る
た
め

に
酒
宴
を
催
し
ま
す
が
、
そ
の
夜
帰

宿
し
た
光
泰
は
吐
血
し
、
五
十
七
歳

で
死
去
し
ま
す
。

光
泰
の
死
後
の
貞
泰

光
泰
の
死
後
、
貞
泰
が
甲
府
二
十

四
万
石
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。
貞
泰
は

父
が
三
成
と
不
仲
で
あ

っ
た
た
め
、

十
五
歳
と
い
う
若
年
を
理
由
に
美
濃

国
黒
野
城
主
四
万
石
に
減
封
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
父
に
劣
ら
ず
有

能
で
あ
っ
た
貞
泰
は
、
関
ヶ
原
の
戦

い
な
ど
で
功
績
を
上
げ
、
慶
長
十
五

年

(一

六
一

O
)
に
は
米
子
城
主
六

げ

ん

な

万
石
に
、
元
和
三
年

(一

六

一
七
)

に
は
、
同
じ
六
万
石
で
大
津
(
洲
)

に
入
城
し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
津

(
洲
)
で
の
領
国
体
制
の
確
立
を
目
指

そ
う
と
し
た
矢
先
、
元
和
九
年
(
一 企加藤貞泰肖像画 (龍護山曹渓院蔵)

舗面軍

ムハ
一一
一一
一)

し
ま
す
。

加
藤
家
の
菩
提
寺
の

一
つ
で
あ
る

り
ょ
う
ご
ざ
ん
そ
う
け
い
い
ん

龍
護
山
曹
渓
院
(
大
洲
市
大
洲
)
に

れ
い
び
ょ
う

は
、
光
泰
の
霊
廟
と
貞
泰
の
墓
所
が

あ
り
、

市
の
文
化
財
(
史
跡
)
と
し

て
現
在
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

〔
参
考
文
献

一

『大
洲
市
誌
』
、
「
大

洲
市
文
化
財
調
書
集
」
、
『大
洲
城
跡

保
存
整
備
計
画
書
』
〕

四
十
四
歳
の
若
さ
で
病
死

....甲府城跡 (山梨県甲府市)

16 

企米子城跡 (鳥取県米子市)
だいせん

「天守台から大山を望む」

企市指定史跡「加藤光泰霊廟並びに加藤家
の墓所j
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12/14秋葉山に桜の花街道

柳沢産業観光開発委員会(宮本喜 郎委員長)が主催した桜の植樹事業が完成し、この目、柳沢小学校「緑の少年隊」や地元関係者など約30人が

参加して植樹祭が関かれました。高崎朔平くん、水元歩さん(ともに柳沢小6年)の「ふるさとの緑を大切にし、未来に伝えます」という誓いの言

葉に続き、記念植樹をして、ソメイヨシノやヤマザクラなど300本が植えられた桜並木の完成を祝いました。

12/16 お城をきれいにすす払い

新年を気持ちよく迎会31ため山JRjqpEE覧会(中)1ト生会長)の

会員約10人が大洲城の苧綿砲や下台所、その周辺などを掃除しま

した。四電工倣)大洲営業所の協力を得て、会員が竹笹などを持ち

高所作業用クレーン車に乗り込み、 1年間にたまった汚れをきれ

いに取り払っていました。

市内の小学3年生から中学3年生までを対象に、第36回大洲市

小中学校新春書き初め会が喜多小学校で関かれました。参加した

児童ー生徒計330人が「にじJ(表紙写真)、 「平和」、「新風J、
「発展」、「牧歌」など学年ごとに与えられた課題文字に真剣な表

情で取り組んでいました。

11/30まちの可能性を探ろう

町並み連携シンポジウムが市総合福祉センタ で関かれ、約ワO人
が参加しました。パネリス トとなった女優のいとうまい子さん、映画

監督の富永昌敬さん(小田町出身上地元ケーブルテレビ製作ドラマ

の助演女優を務めた藤岡飛鳥さん(砥部町)の3人が映画づくりの魅

力、地域や住民が果たす役割の大切さなどを語りました。

12/守 育てよう一人一人の人権意識

人権週間中 (12月4日 ~10日)のこの目、市内で街頭啓発や企業訪
問がありました。桝田市長、片山教育長、愛媛県人権対策協議会大洲

支部役員らが自動車で次々と市役所玄関前を出発し、企業などを訪ね

たり街頭に出たりしてパンフレνトなどを配り、差別のない明るい社

会になるよう呼びかけました。
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いきいき畠

LifeI 
あなたの健康を
サポートします

2
月
の
脅
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
2月
3
日

ω
平
成
日
年
9
月
生

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
2
月
日
日

ω
平
成
日
年
1
月
生

0
2
月
口
日

ω
平
成
凶
年
7
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

{
ゆ
カ
月
児
育
児
相
談
]

0
2
月

9
日
開

平

成

日
年
4
月
生

受
付
時
間

9
時

1
9時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

{
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
2
月
ロ
日
肘

f.:rn'D>j，凶:@~rdFJII
2月1日(日)城戸眼科医院(末広町)

n24-3008 

2月8日(日)藤本医院(中町)

合 24-2310

石村病院(長浜)

n52一0275

相
談
時
間
叩
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
工
イ
ス
検
査
・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日

日
時
1
正
午

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

目

時

1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第
3
金

曜

日

目

時

1
日
時

【
H
T
L
V
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時
1
M
時
却
分

{
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木

曜

日

凶

時

1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

i
m時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受

付

時

間

ロ

時
却
八
万
1
日
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知

5
せ

2
月
6
日
樹

大
洲
警
察
署

9
時
時
分

i
m時
時
分

県
農
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス正

午
l
M
時

2月11自体)村上内科医院(北只)

n23-3500 

2月15日(日)大野内科(片原町)

まま 24-6800

2月29日(日)岡本耳豊田眠H~管鎚fj~~ (本町)

まま 24-3752

E~~-.=~置，，"f.J圃し2・

2月22日(日)大野内科(片原町)

合 24-6800

大
洲
ホ
ー
ム

2
月
羽
目
凶

オ
ズ
メ
ツ
セ
幻

4
寸

O
ス
7
1
6
寺

1
ム
円
ロ

quノ
勺
ノ

1ム

nu

9
時
加
分
i
r
m
時

快
適
な
睡
眠
を
と
る
に
は

睡
眠
時
聞
は
人
そ
れ
ぞ
れ

快
適
な
睡
眠
を
確
保
す
る
た
め
の
睡

眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
特

に
年
齢
の
影
響
は
大
き
く
、

山
歳
代
で

は
8
1
叩
時
間
、
成
人
以
降
印
歳
代
で

は
7
時
間
前
後
、
印
歳
代
以
上
で
は
平

均

6
時
間
弱
で
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
必

要
な
睡
眠
時
聞
が
短
く
な
り
ま
す
。

体
が
必
要
と
し
て
い
る
以
上
に
長
く

眠
ろ
う
と
し
て
寝
床
で
長
く
過
ご
し
す

ぎ
る
と
、
睡
眠
が
浅
く
な
り
熟
睡
感
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

快
適
に
睡
眠
を
確
保
で
き
て
い
る
か

は
、
日
中
し
っ
か
り
目
覚
め
て
過
ご
せ

る
か
を
目
安
に
し
ま
す
。

曜日によって救急当番病 |

院は変わります。昼間-夜

間の急患など、ご相談は、

その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)
合 24-2151

加戸病院(若 宮 )
n24-5101 

大洲記念病院(徳森)
合 25-2022

大洲中央病院(東大洲)
包 24-4551

月・火曜日

日

金~日曜日

日

曜

曜

水

木

A
U司“，‘.z・・

-nu円A仙
珂〆a品

川
町

内ソ
hvd

v
-

d
v
 a伊訓開

F

2
月
新
着
図
書

子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
!
読
み
聞
か
せ
絵

本
1
0
1
冊
ガ

イ

ド

酋

本

鶏

介

著

図
書

館

を

遊

ぶ

渡

部

幹

雄

著

真
説
「
陽
明
学
」
入
門
林
田
明
日
著

な
や
み
は
っ
き
ね
ん
だ
な
あ相

回
み
つ
を
著

い
し
わ
た

昌
益
研
究
か
け
あ
る
記
石
渡
博
明
著

生
活
に
い
か
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理
学

圏
分
康
孝
著

世

界

途

中

下

車

の

旅

楼

井

叡

著

ま
き
お

川

を

知

る

事

典

鈴

木

理

生

著

と
み
や
ま

謝

罪

無

用

!

冨

山

泰

著

教
育
哲
学
の
す
す
め

山
崎
英
則
編
著

子
ど
も
に
伝
え
る
父
親
た
ち
の
知
恵

エ
ド
ワ
ー
ド

・
ホ
フ
マ
ン
著

b
v
ゆ・

4
J
b
b
一つ

少
女
監
禁
一

佐

木
隆
三
著

女
性
に
人
気
の
資
格
試
験
回
永
岡
書
庖

ゼ

ロ

か

ら

の

介

護

中

村

聡

樹

著

核
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
時
代

N
H
K
広
島
「
核
テ
ロ
」
取
材
班
著

老

人

党

宣

言

な

だ

い

な

だ

著

「

銭

」

の

教

訓

。

青

木

雄

二

著

エ
ン
ロ
ン
内
部
告
発
者

ミ
ミ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ほ
か
著

「
痛
み
や
し
び
れ
」
が
よ
く
わ
か
る
本

寺

本

純

著

成
功
し
た

1
0
0
0
万
円
台
の
家

ニ
ュ

l
ハ
ウ
ス
出
版
編

暮
ら
し
の
中
で
楽
し
む
ワ
イ
ヤ
ー
雑
貨

の

つ

く

り

方

森

永

よ

し

子

著

道

路

の

権

力

猪

瀬

直

樹

著

陶
芸
家
に
な
り
た
い
!

双
葉
社

「

絶

望

」

の

授

業

柄

本

明
著

さを
c

ぱ
く
ぎ
ん

漢
字
ち
ょ
っ
と
い
い
話
榊
莫
山
著

18 

も
り
や

中

国

古

典

の

名

文

集

守

屋

洋

著

中

年

宮

本

武

蔵

鈴

木

輝

一
郎
著

わ

か

秋

の

金

魚

河

治

和

香

著

ユ

ニ

ッ

ト

佐

々

木

譲

著

誰

か

宮

部

み

ゆ

き

著

浅

間

立

松

和

平

著

a
n
e
g
o

林
真
理
子
著

ナ

ポ

リ

魔

の

風

高

樹

の

ぶ

子

著

影

踏

み

横

山

秀

夫

著

ち
ん
し
ゅ
ん
し
ん

青

山

一

髪

上

・

下

陳

舜

臣

著

炎

の

条

件

森

村

誠

一

著

も
し
も
私
が
、
そ
こ
に
い
る
な
ら
ば

片
山
恭
一
著

時人人
空 生 生
浴劇へ
場の

石恋
原文
慎
太
郎

三瀬
神5浦戸
坂主し 内
次 を 寂
郎 ん 聴
著著著

風荒き中を

沢田五郎著

叩
歳
で
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病
し
た
著
者

が
、
草
津
栗
生
楽
泉
園
で
の
療
養
生
活
の

実
態
や
兄
・
沢
田
二
郎
、
短
歌
会
の
仲
間

の
こ
と
な
ど
を
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
で
綴
っ

た
自
伝
。

ヘ
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

郷
土
の
歴
史
講
座

「
ふ
る
さ
と
文
学
探
訪
」

講
師

澄
回
恭
一
先
生

目
時

2
月
お
日
制

9
時
却
分
1
日
時
加
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
、

2
月
日
日
-

m日
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こ
の
マ
l
ク
ご
存
知
で
す
か
?

をるて3出 効
an拙 い 示 たにさ利 P
1ヲ 0電 合 す め 4れ 用 c
j 3 f.:ゎ も、三る 促リ
宅・ 情 # の無てパ進 サ
ご 5墾長 で償 ? ソ 法 イ
事 孜 ー す回 ! 「に
主イ8術 園、a‘ 。収平三基 ル
主主 2 産 圃a・ー の↓入づマ

業 _....ーも対 任き l
合 .A"". U}  象がさ、ク
ば C・竺~ で再匂は
8 ミ圃園田~ あ資製庭
5 I I I 1 / L-け る i原 造 か 資

ー ム 上 ' 一 ・・ こ 化 業 ら源

とす者排有

国
の
教
育
口

l
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど

へ
の
入
学
費

用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ
l
ン
」
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
1
人
に
つ
き

2
0
0
万
円
以
内

2月1日(日)(有星 加水道設備
n2 6-0020 

(紛 宮元 建設
包 25一 0901

年
1
・
6
5
%
(固
定
金
利
)

平
成
日
年
日
月
刊
日
現
在

返
済
期
間

叩
年
以
内

据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置

可
能

保

証

制
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
保
証
人

(1
人
以
上
)

※
6
カ
月
間
以
上
の
海
外
留
学
資
金
も
融

資
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
松
山
支
庖

8
0
8
9
・
9
4
1
・
6
1
4
8

利

率

歴
史
文
化
博
物
館
の
ご
案
内

西
条
藩
松
平
家
の
雛
飾
り
な
ど
を
展
示

す
る
「
伊
予
の
大
名
道
具
と
雛
飾
り
」
展

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
M
日

(
火
)
か
ら

4
月
日
日

(
日
)
ま
で

午
前
9
時
1
午
後
5
時
(
た
だ
し
、

入
場
は
午
後
4
時
却
分
ま
で
)

場
所愛

媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
(
宇
和
町
)

料
金常

設
展
示
観
覧
料
大
人

5
0
0
円

(団
体
却
人
以
上
の
場
合

4
0
0円
)

中
学
生
以
下
、
臼
歳
以
上
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
を
持

っ
て
い
る
人
は
無
料

徳 森 設備
公 25-4023

谷本建設工 業(紛
n24-5161 

2月8日(日)(有) 丸 電 工 業
n24-5351 

村上工 業側
n24-3141 

情)三原設 備
霊堂24-3783

佐藤水 道庖
包 24 -4410

2月11日附

2月7日出

休
館
日

毎
週
月
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日

の
場
合
は
開
館
し
、
翌
日
休
館

に
な
り
ま
す
。
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
学
芸
課

2
0
8
9
4
・
6
2
・
6
2
2
2

ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
制
度

雇
用
創
出
に
取
り
組
む
事
業
主
を
支
援

労
使
の
合
音
山
に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短

縮
(
所
定
外
労
働
時
間
の
短
縮
を
含
む
)

と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
を
減
額
し
、
非
自
発

的
失
業
者
な
ど
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に

制
度
導
入
に
係
る
奨
励
金
と
一
雇
一
入
れ
に
係

る
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
平
成
凶

年
度
末
ま
で
の
制
度
)

奨
励
金
の
支
給

・ヮlク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
導
入
分

最
初
の
雇
入
れ
の
際
に
、
事
業
所
規
模

に
応
じ
て
叩
万
円
ま
た
は

1
2
0万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

-
労
働
者
の
雇
入
れ
分

雇
入
れ
労
働
者
l
人
に
つ
き
、
加
万
円

ま
た
は
日
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局

合

0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

愛
媛
県
高
年
齢
者
雇
用
開
発
協
会

合

0
8
9
・

9
4
3
・

6
6
2
2

2月14日出 (有) 大 和開 発
まま 25-3776

西田 水 道庖
n26 -0265 

2月15日(日)(有)ア サ ノ 設備
合 24一 0783

淳山水道 工 事 庖
合 24-2583

2月21日出 (有)い の 水 道 設 備
n24-2216 

伊 予 屋住 設

公 24-2541

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.
j 天，3，S油による火災の防止
: 天ぷら油火災が発生したとき 、水で消火しようとす

ると炎が爆発的に拡大し、周囲に油が飛散して大やけ
どを負ったりするなど大変危険です。あわてないで炎
の状態を確認 し、次のように行動してください。

lもし天ぷら油火災が発生したら|

川会f

fも安73
|消火器があるとき消火器がないとき|

。 鍋 に向かつて噴射し、 。 鍋 に合う ふた を手前か

火 が消えた らガス栓を ら向 こう側 にかぶせ力

締める。 ス栓を締める。

向、，lVIY\ll~

c. v fWL 

O濡 ら した シー ツ を固 く
絞 り鍋全 体 を おおいシ

ー ツのよか らガス栓を

締める ?-ー'

、~、-ょ~凋唱E ・
y ，\， ;;;~ψ : 

:庁、Eめ型~r9 ， :'. "1，'.1¥ ・
詣警~: :v 二 ，\\ ・

・..................................・

と
べ
動
物
園
の
H
P
ア
ド
レ
ス
変
更

と
べ
動
物
園
の
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
ア
ド
レ

ス
と
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
し
た
。

新
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

町
喜
一
¥
¥
当
者
名
・

5
R
O
O
-8
5
¥

新
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス

5『

0
⑥
件。

σ巾
N
0
0
・8
5

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

... ... 
Jノ I 大
f 月例|
ド 30ラ
! 日イ
ボ幽オ
ッ l ン
ク 2 ズ
ス月 ク
お 1 ラ
お日ブ
ず(日)写
赤真
煉展
瓦
長官

2月22日(印 (朝内田電気水道設備
まま 25-2858

岡福 水道工事庖
n24-3656 

2月28日出情)オ クダ 設備
n24-3674 

大塚鉄 工所
n25-0300 

2月29日(日)神南 設 備
まま 25-4684

側 西田 興 産
n25-2197 

教
室
作
品
展

2
月
3
日
ω
1
2
月
8
日
間

V
2
0
0
1
1
2
0
0
3
「
レ
ン
ガ
の
あ

る
風
景
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

2
月
叩
日
ω
1
2
月
日
日
間

V
阿
羅
こ
ん
し
ん
で
」と
ば
と
書
」
に
よ

る
コ
ラ
ボ
レ
l
シ
ョ
ン

2
月
時
日
同

1
2
月
辺
日
間

V

「
酒
井
久
夫
」
木
工
展

2
月
お
日
同

1
3月
7
日
間

展
示
時
間

午
前
日
時

1
午
後

5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2

8
1

可
国
国
国
国
E
E
E
E
E
E
E

一

こ
の
頃
、
メ
モ
を
取
る
と
き
ぐ
ら
い

回

し
か
字
を
書
か
な
く
な
り
、
後
で
読
ん

一
だ
時
、
あ
ま
り
に
達
筆
?
な
の
で
、
書

園

い
た
内
容
が
分
か
ら
な
い

こ
と
も
し
ば

唱

し
ば
。
日
頃
は
、
ワ
ー
プ
ロ
の
お
世
話

一

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
読
め
て
も
書
け

園

な
い
漢
字
が
増
え
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な

一

っ
て
い
ま
す
。
書
き
初
め
会
の
取
材
中
、

E

姿
勢
を
正
し
真
剣
な
表
情
で
筆
を
走
ら

圃

せ
る
小
中
学
生
の
姿
を
見
て
、
今
の
自

一

分
を
少
し
反
省
し
ま
し
た
。
(
や
)
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内
相 談 内 ~句~ 日 時な ど 場所な ど 聞い合わせ先

人 f窪 キ目 談 2月13日(金)/午別10時~正午 平公民館
急ぐときは法務局 宮 24-4155

(法務省) 2月18日(水)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人 権 擁 護 委員に よる 毎週月 ・水 ・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 n24-4155 

無 料 本目 談 9 時~16 時(祝祭日、年末年始を除く) 人権相談室

~τ - 政 キ目 談
2月20日(金)/午前9時~正午 消防署会議室

急ぐときは まま24-5072(山本)
(総務省) n24-4294 (辻)

2月5日(木)/午別10B寺~午後3時泊分 松山西社会保険事務所
社会保険相談

2月24日(火)/午前10時~午後3時羽分
大洲商工会議所

n089 -925 -51 05 

不動産無料相談 2月15日(日)/午目ij9時~午後4時 宅建協会大洲支部 情)上田喜六不動産官24-4452

一般相談 毎週月・水曜日

b配ごと 法律相談 毎週火 ・木曜日 大洲市総合福祉
受付は総合福祉センター 1階

' 介護相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

中目 談 時間はいすれも
(相談室直通)

n23-0313 
午前10時~正午、午後l時~午後4時 宮 23-5629
祝祭日年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前B時担分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 ft24-21 1 1 内線178
祝日年末年始を除く

人権・同和 問 題 に 月~金曜日/午前8時四分~午後5時15分 大洲隣保館 ft24-6100 
関する何で も相談 祝日 年末年始を除く 大洲福祉会館 まま25-1947

青少 年相談室
月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分

青少年センター ft24-7830 
祝日年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午目ij9時~午後4時

国立大洲青年の家 合 24-1414
祝日・年末年始を除く

案とーー"、
ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

六
測
の茸白
ぱ
む

ι

八
幡
神
社
の
お
か
げ

久

米

田
村
七
右
衛
門
好

良
は
武
芸
者
と
し
て

知
ら
れ
、
茶
湯
、
生

花
を
た
し
な
む
立
派

な
人
で
し
た
。
若
い

時
、
自
分
の
心
を
試

そ
う
と
、
八
幡
神
社

の
拝
殿
に
人
気
の
な

い
宵
の
う
ち
か
ら
正
座
し
て
心
を
澄
ま
し
て
い
ま
し
た
。

足
が
痔
れ
て
き
た
七
右
衛
門
は
、
座
り
直
そ
う
と
敷
き
板
を

切
り
抜
い
た
所
に
足
を
降
ろ
し
ま
し
た
。
そ
の
途
端
、
何
者
か

が
足
を
つ
か
ん
で
放
し
ま
せ
ん
。
七
右
衛
門
は
と

っ
さ
に
万
の

柄
に
手
を
か
け
ま
し
た
が
、
「
正
体
を
見
極
め
ず
に
刀
を
抜
く
の

ひ
き
ょ
う

は
卑
劣
者
」
と
、
柄
か
ら
手
を
放
し
、

「
お
前
は
何
者
か
」
と
尋

ね
ま
し
た
。
す
る
と
床
下
か
ら
は
、

「家
が
な
く
神
社
に
忍
び
込

み
寝
て
い
た
と
こ
ろ
、
胸
の
上
に
足
が
降
り
て
き
て
、
も
う
少

し
で
踏
み
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
恐
ろ
し
く
な

っ
て
足

に
し
が
み
つ
き
ま
し
た
。
ど
う
か
命
だ
け
は
お
助
け
く
だ
さ
い
」

と
い
う
返
事
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
っ

七
右
衛
門
は
安
心
し
ま
し
た
が
、
「
先
程
粗
忽
に
は
や

っ
て
い

れ
ば
、
人
を
傷
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
社
頭
を
汚
し
て
人
々
に

朗
笑
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
よ
く
ぞ
実
否
を
確
か
め
た
も
の
だ
。

こ
れ
は
八
幡
神
社
の
お
か
げ
」
と
、
神
徳
を
感
じ
て
、

三
度
礼

拝
し
帰
途
に
つ
い
た
そ
う
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
詑
話
か
ら

企七右衛門が座ったといわれて

いる八幡神社の拝殿

大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

件数 264 285 

負傷者 343 371 

死者 3 2 

市民の動き

平成15年12月31日現在

39，l13人 (+2) 出生 30人 (+3) 

18，692人 (+5) 死亡 48人 (+22)

20，421人 (-3) 

14，864世帯 (+10)

口

数男
女

帯

人

世

今月の納税は

固 定資産税 4期

20 

( )内は対前月比納期限は3月1日です
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